
１，あなたの地域での役割（立場）を教えて下さい（複数回答可）

票数 割合
24 52.2%
14 30.4%
8 17.4%
0 0%

２．あなたの地域の自主防災会とあなたの立場についてお聞きします

票数 割合
16 39.0%
14 34.1%
6 14.6%
5 12%

３，あなたの地域の地区防災計画についてお聞きします。あなたの地域では、

票数 割合
15 34.1%
14 31.8%
8 18.2%
7 15.9%
44

4，質問３で地区防災計画を作成した、もしくは作成中と回答された方にお聞きします。
　　地区防災計画を進める時に中心となったのは誰ですか（複数回答可）

票数 割合

13 41.9%
5 16.1%
5 16.1%
4 12.9%
2 6.5%
2 6.5%

５，質問３で地区防災計画を作成した、もしくは作成中と回答された方にお聞きします。
　　地区防災計画を進める時の中心メンバーの人数は（概ねで構いません）

票数 割合
10 47.6%
6 28.6%
3 14.3%
2 9.5%
0 0%

普通の自治会員
自治会の役員（自治会長含む）
他の団体役員（例：民生委員等）
自治会がない（自治会未加入含む）

自主防災会役員（防災会長含む）
自主防災会の会員
自主防災会未加入
自主防災会がない

わからない
地区防災計画に取組んでいる（作成中）
地区防災計画を作成した
地区防災計画に取組んでいない

自主防災会
自治会内の防災士
自主防災会内の防災士
自治会
地域の有志
行政職員

５・６名程度
１０名程度
２～３人
１０名以上
１人で作成

令和4年12月18日開催「スキルアップ研修」地区防災計画実施アンケート調査結果

奈良県防災士会

普通の自治会員

自治会の役員

他の団体役員

52.2%30.4%

17.4%

39.0％

34.1％

14.6％

１２％ 自主防災会役員

自主防災会の会員

自主防災会未加入

自主防災会がない

34.1％

31.8％

18.2％

15.9％
わからない

作成中

作成した

取り組んでいない

41.9％

16.1％

16.1％

12.9％

6.5％
6.5％

自主防災会

自主防災会内の防災士

自治会内の防災士

自治会

47.6％

28.6％

14.3％

9.5％

５・６名程度

10名程度

2～3人

10名以上



6，質問３で地区防災計画を作成した、もしくは作成中と回答された方にお聞きします。
　　地区防災計画は住民との意識共有が大事です。意識共有が大事です。共有を進めるために取組んだことは？

票数 割合
8 36.4%

6 27.3%

5 22.7%

3 13.6%

7，質問３で地区防災計画に取り組んでいない、わからないと回答された方にお聞きします。
　　あなたが考える地区防災計画が進まない理由とは（複数回答可）

票数 割合
12 34.3%
5 14.3%
5 14.3%
4 11.4%
4 11.4%
3 8.6%
2 5.7%
0 0%

８．あなたが考える地区防災計画を進める上で必要なことはなんですか（複数回答可）

票数 割合
25 14.0%
23 12.9%
22 12.4%
20 11.2%
17 9.6%
16 9.0%
15 8.4%
13 7.3%
12 6.7%
10 5.6%
3 1.7%
2 1.1%
0 0%

9．今後の奈良県防災士会への希望や要望、意見などをお聞かせください。

●理事・事務局も交えた講師側の為のスキルアップ研修もまた実施して頂きたいです。
●発災前・発災時・発災後の避難所の設置についての取り組みは、各地域との連携が進んでいると感じますが、加えて発災後の救助
　訓練（倒壊建物からの救助法、スキルアップ訓練）を防災士会内部訓練の検討、消防団との連携等も検討を要望します。
●新防災士の情報がつかめず、町内の自主防災会からの情報のみなので、何とかならないか。
●当地区では避難所収容人数が世帯に対して少ない。今後どの様な方向で指導していけば良いか課題である。
●今後も継続してご支援をお願いします。
●コロナ禍の中、研修を開催することは大変かと思いますが、引き続き研修の場を設けてください。
●避難所という名称は変えた方が良いのかも。災害にあった時全ての人は被災者になるから、人により被災の程度に差があるが全員
　が協力して運営できる場所として相応しい名称があればいいですね。
●今日の学習会は自主防災会運営に参考になりました。
●スキルアップで知識をつけさせて頂いているが、一緒に活動して色々な事を学べる仲間と知り合えてないので何をしたら良いか、
　どこに行けば良いか等わからないです。それらを打破できる情報などをご教示していただくと幸いです。
●地域により状況が違うので、一律ではなく複数の事例があると参考になると思います。また参考になる点多々ありました。
●HUGの内容（事情が書かれたカード）は参加者が作るものですか？あらかじめ出来上がっているものですか？
　自治会の避難訓練として活用したいと考えています。
●他の防災士と話しをしたいと思う。マイタイムライン作りからスタートします。

行政からの指示

一緒に取組む仲間（防災士）がいない
自分の力量不足
行政の理解・認識不足
防災士会の支援がない

研修会の実施
先進地の事例
防災士会の支援
計画策定への財政支援
その他（自治会・話せる環境・雰囲気）

自主防役員の理解
防災士のスキルアップ
地区防災計画の情報
策定へのマニュアル
行政の理解と支援

住民の理解
一緒に動く仲間

自治会や自主防災会の理解・認識不足
進め方がわからない
自主防災会がない
自分の力量不足

役員のみで共有
自治会広報で公表（配布）

自主防災会広報で公表（配布）
住民への広報活動はしていない

36.4%

27.3%

22.7%

13.6% 役員のみで共有

自治会広報で公表（配布）

住民への広報活動はしていない

自主防災会広報

で公表（配布）

34.3%

14.3％14.3%

11.4％

11.4％

8.6％

5.7％

自治会や自主防災会

進め方がわからない自主防災会がない

自分の力量不足

一緒に取

組む仲間

（防災士）

がいない

自分の力量不足

14.0%

12.9%

12.4%

11.2%
9.6%

9.0%

8.4%

7.3%

6.7%

5.6%
住民の理解

一緒に動く仲間

自主防役員の理解

防災士のスキルアップ
地区防災計画の情報

策定へのマニュアル

行政の理解と支援

研修会の実施

先進地の事例


